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(57)【要約】
【課題】非常に軽量で、かつ山岳を長時間にわたって歩
いたとしても中敷自体にすべりが生じないで常に足をし
っかりと固定できる軽登山靴用のインソールを得る。
【解決手段】足（３００）の裏面の主要部分が載置され
る足載置部（１４０）と、足（３００）の中足部（３２
０）及び後足部（３３０）の周縁を包み込むコーナ部（
１５０）とよりなる軽登山靴用のインソールにおいて、
コーナ部１５０の内部及び足載置部１４０のコーナ部１
５０に隣接する領域の一部の内部には芯部材１５２を有
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　足（３００）の裏面の主要部分が載置される足載置部（１４０）と、足（３００）の中
足部（３２０）及び後足部（３３０）の周縁を包み込むコーナ部（１５０）とよりなる軽
登山靴用のインソールであって、
　前記コーナ部（１５０）は、
　中足部（３２０）の足内側となる踝（Ｋ）以下の領域である中足部内側領域（３００ａ
）を覆う中足部内側コーナ（１５０ａ）と、中足部（３２０）の足外側となる足（３００
）の甲以下の領域である中足部外側領域（３００ｂ）を覆う中足部外側コーナ（１５０ｂ
）と、足（３００）の後足部（３３０）の周縁の領域を覆う後足部コーナ（１５０ｃ）と
よりなり、
　前記中足部内側コーナ（１５０ａ）は、足（３００）の母趾球（Ｈａ）の付近から次第
に高さを増して舟状骨（３７８）の中央付近となる位置（Ｕｐｍａ）で最大高さにされて
おり、
　前記中足部外側コーナ（１５０ｂ）は、足の小趾球（Ｈｂ）の付近から次第に高さを増
して踵骨（３８０）の先頭付近となる位置（Ｕｐｍｂ）で最大高さにされており、
　前記コーナ部（１５０）の内部及び前記足載置部（１４０）の内部に、前記コーナ部（
１５０）に沿う略Ｕ字形状の芯部材（１５２）を有する軽登山靴用のインソール。
【請求項２】
　ウレタン製の上層部材（１５０ｍｂ）、中層部材（１５０ｍｃ）、下層部材（１５０ｍ
ｄ）のいずれかの間に、前記芯部材（１５２）を入れて圧着成形して、前記足載置部（１
４０）と前記コーナ部（１５０）とを形成していることを特徴とする請求項１記載の軽登
山靴用のインソール。
【請求項３】
　前記芯部材（１５２）は、
　熱可塑性樹脂又は樹脂シート或いは、綿布に樹脂を含侵若しくはプラスチック材で生成
していることを特徴とする請求項１記載又は２記載の軽登山靴用のインソール。
【請求項４】
　前記芯部材（１５２）の厚みは、１．２ｍｍ～０．６ｍｍの範囲であることを特徴とす
る請求項１、２又は３記載の軽登山靴用のインソール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、軽登山用のインソールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年においては、ハイキング等の軽登山（「トレッキング」ともいう）がブームとなっ
ており、トレッキング用の登山靴（「トレッキングシューズ」ともいう）も普及しつつあ
る。また、トレッキングシューズの普及に伴って、それ専用の中敷き（「トレッキングシ
ューズ用インナーソール」ともいう）の需要も高まってきている。
【０００３】
　トレッキングシューズ用インナーソールにおいて、重要なのは、足をしっかりと固定で
きること、柔軟性があること、軽量であること等である。
【０００４】
　例えば、特許文献１の靴中敷は、中敷の本体部の材質はスポンジ素材を使用し、土踏ま
ず部に対応する領域の裏側に足裏のアーチ部分を支える形状にしたプラスチック素材のパ
ーツを組み合わせて形成することで、地面から足裏に伝わる衝撃を低減させると共に、足
裏への反発力が高まるようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特許第５０７０４４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１の靴中敷は、プラスチック素材のパーツを組み合わせて形成
している。
【０００７】
　つまり、特許文献１の靴中敷は、プラスチック等のパーツを組み合わせて形成するので
、組み立ては容易であるが、以下の課題がある。
【０００８】
　例えば、トレッキング用シューズに特許文献１の靴中敷を適用して長時間の歩行をした
場合は、プラスチックの重みによって体に疲労が蓄積する。また、プラスチックの硬度に
よって足裏が痛くなることもあった。
【０００９】
　さらに、靴中敷の裏側に、プラスチック素材を貼り付けているので、山岳を歩く場合に
は、靴内で靴中敷自体がすべり、結果として足をしっかりと固定できないことがあった。
【００１０】
　本発明は、以上の課題を解決するためになされたもので、非常に軽量で、かつ山岳を長
時間にわたって歩いたとしても中敷自体にすべりが生じないで常に足をしっかりと固定で
きる軽登山靴用インソールを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の軽登山靴用のインソールは、足（３００）の裏面の主要部分が載置される足載
置部（１４０）と、足（３００）の中足部（３２０）及び後足部（３３０）の周縁を包み
込むコーナ部（１５０）とよりなる軽登山靴用のインソールであって、
　前記コーナ部（１５０）は、
　中足部（３２０）の足内側となる踝（Ｋ）以下の領域である中足部内側領域（３００ａ
）を覆う中足部内側コーナ（１５０ａ）と、中足部（３２０）の足外側となる足（３００
）の甲以下の領域である中足部外側領域（３００ｂ）を覆う中足部外側コーナ（１５０ｂ
）と、足（３００）の後足部（３３０）の周縁の領域を覆う後足部コーナ（１５０ｃ）と
よりなり、
　前記中足部内側コーナ（１５０ａ）は、足（３００）の母趾球（Ｈａ）の付近から次第
に高さを増して舟状骨（３７８）の中央付近となる位置（Ｕｐｍａ）で最大高さにされて
おり、
　前記中足部外側コーナ（１５０ｂ）は、足の小趾球（Ｈｂ）の付近から次第に高さを増
して踵骨（３８０）の先頭付近となる位置（Ｕｐｍｂ）で最大高さにされており、
　前記コーナ部（１５０）の内部及び前記足載置部（１４０）の内部に、前記コーナ部（
１５０）に沿う略Ｕ字形状の芯部材（１５２）を備えることを要旨とする。
【発明の効果】
【００１２】
　以上のように、本発明によれば、トレッキング時にも足をしっかりと固定させることが
可能であると共に、軽量である。
【００１３】
　このため、長時間のトレッキングにおいても、安全かつ軽快に歩くことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施の形態の軽登山靴用インソールの斜視図である。
【図２】図１のトレッキング靴用インソール１００を上方向から見た場合の平面図である
。
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【図３】芯部材１５２の斜視図である。
【図４】トレッキング靴用インソール１００の裏面側の斜視図である。
【図５】トレッキング靴用インソール１００を内側方向から見た場合の側面図である。
【図６】トレッキング靴用インソール１００を外側方向から見た場合の側面図である。
【図７】トレッキング靴用インソール１００を軽登山靴２００（図示せず）に装着して、
足３００を載置して、裏側から見た場合の平面図である。
【図８】トレッキング靴用インソール１００を軽登山靴２００に装着して足３００を載置
した場合の足内側方向から見た場合の側面図である。
【図９】トレッキング靴用インソール１００を切片で説明する説明図である。
【図１０】Ｋ－Ｋ断面付近～Ｌ－Ｌ断面付近の間の断面の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１は、この発明の実施の形態の軽登山靴用インソール(以下、トレッキング靴用イン
ソール１００と称する)の斜視図である。但し、図１は、トレッキング用靴（以下、軽登
山靴２００という）、足３００を記載して説明する。また、表層部材については図示しな
い。
【００１６】
　トレッキング靴用インソール１００は、足３００の前足部３１０に対応する前足部対応
領域１１０と、足３００の中足部３２０に対応する中足部対応領域１２０と、足３００の
後足部３３０に対応する後足部対応領域１３０とからなる。
【００１７】
　また、中足部対応領域１２０及び後足部対応領域１３０の周囲は、足３００の後足部３
３０及び中足部３２０の前後左右のずれを防止するための、コーナ部１５０（コーナカッ
プともいう）が形成されている。
【００１８】
　この、中足部内側領域３００ａのコーナ部１５０の部分を中足部内側コーナ１５０ａと
称し、中足部外側領域３００ｂのコーナ部１５０の部分を中足部外側コーナ１５０ｂと称
し、後足部対応領域１３０のコーナ部１５０の部分を後足部コーナ１５０ｃと称する。
【００１９】
　つまり、コーナ部１５０は、中足部内側コーナ１５０ａと、中足部外側コーナ１５０ｂ
と、後足部コーナ１５０ｃとよりなる。
【００２０】
　また、足の前足部３１０に対応する前足部対応領域１１０は周縁がわずかに立ち上げら
れた形状にされている。
【００２１】
　また、図１に示すように、トレッキング靴用インソール１００は、足の内側縦アーチを
保持する内側縦アーチ用凸部１６０を形成している。また、足の外側縦アーチを保持する
外側縦アーチ用凸部１７０を形成しているが図１においては図示しない。
【００２２】
　なお、内側縦アーチ用凸部１６０は中足部内側コーナ１５０ａ及び、この中足部内側コ
ーナ１５０ａと後足部コーナ１５０ｃとの接続付近に連接されており、外側縦アーチ用凸
部１７０（図示せず）は中足部外側コーナ１５０ｂと後足部コーナ１５０ｃとの接続付近
に連接されている。
【００２３】
　また、本実施の形態では、トレッキング靴用インソール１００の表面側の、コーナ部１
５０が湾曲状に立ち上がり始める境界を表面側コーナ立上開始ライン１５０Ｌと称する。
【００２４】
　この表面側コーナ立上開始ライン１５０Ｌに囲まれている領域（以下、足載置部１４０
と称する）に足の裏面が載置される。図１においては足載置部１４０を一点斜線で示して
いる。
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【００２５】
　つまり、トレッキング靴用インソール１００は、この足載置部１４０とコーナ部１５０
とよりなる。
【００２６】
　また、足載置部１４０のコーナ部１５０に隣接する足載置部１４０の一部の領域（以下
、足載置部コーナ隣接周縁領域という：図示せず）の内部及びコーナ部１５０の内部には
、芯部材１５２（点ハッチで示している）を設けている。具体的には、芯部材１５２は熱
可塑性樹脂又は樹脂シート或いは、綿布に樹脂を含侵若しくはプラスチック材等を使用し
ている。
【００２７】
　また、本実施の形態では、足３００の中足部３２０の足内側側面の踝Ｋ以下の領域を中
足部内側領域３００ａと称し、足３００の足外側となる足の甲以下の領域を中足部外側領
域３００ｂ（図示せず）と称する。
【００２８】
　なお、芯部材１５２の厚みは、１．２ｍｍ～０．６ｍｍ程度（好ましくは、０．８ｍｍ
）である。
【００２９】
　図２は図１のトレッキング靴用インソール１００を上方向から見た場合の平面図である
。但し、図２においては、内側縦アーチ用凸部１６０及び外側縦アーチ用凸部１７０を図
示している。
【００３０】
　また、トレッキング靴用インソール１００の表面の周縁を表側周縁ＳＥと称する。
【００３１】
　また、中足部内側コーナ１５０ａが形成されて行く表側周縁ＳＥ上の起点を中足部内側
コーナ起点位置Ｓａｐと称し、中足部外側コーナ１５０ｂが形成されて行く表側周縁ＳＥ
上の起点を中足部外側コーナ起点位置Ｓｂｐと称する。
【００３２】
　この中足部内側コーナ起点位置Ｓａｐは、図２に示すように、後述する母趾球Ｈａ（図
７参照）に対応する領域（以下、母趾球対応領域Ｈａａと称する）に対向する足内側の表
側周縁ＳＥ上の位置であり、中足部外側コーナ起点位置Ｓｂｐは、後述する小趾球Ｈｂ（
図７参照）に対応する領域（以下、小趾球対応領域Ｈｂｂと称する）に対向する足外側の
表側周縁ＳＥ上の位置である。
【００３３】
　また、トレッキング靴用インソール１００の先端（以下、インソール先端Ｔｉｐと称す
る）と、トレッキング靴用インソール１００の後端（以下、インソール後端Ｅという）と
を結ぶ直線を中心線ＣＬと称する。
【００３４】
　すなわち、図２に示すように、芯部材１５２は、表側から見た場合は、表面側コーナ立
上開始ライン１５０Ｌを跨って、かつ表面側コーナ立上開始ライン１５０Ｌに沿った略Ｕ
字形状に形成されている。
【００３５】
　さらに、表面側コーナ立上開始ライン１５０Ｌから表側周縁ＳＥ側となる芯部材１５２
の縁を芯部材上側エッジ１５２ＵＬと称し、トレッキング靴用インソール１００の中心線
ＣＬ側となる下側の縁を芯部材下側エッジ１５２ＬＬと称する。
【００３６】
　また、足内側の芯部材１５２の先端（母趾球対応領域Ｈａａの後）を芯部材足内側先端
ｒＩａと称し、足外側の芯部材１５２の先端（小趾球対応領域Ｈｂｂの後）を芯部材足外
側先端ｒＩｂと称する。
【００３７】
　すなわち、図２に示すように、芯部材１５２は、表面側コーナ立上開始ライン１５０Ｌ
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を跨ってコーナ部１５０及び足載置部コーナ隣接周縁領域（図示せず）に内蔵されている
のでより強固になる。
【００３８】
　図３は芯部材１５２の斜視図である。但し、図３においては、図３に示すように、芯部
材１５２は、芯部材１５２が略Ｌ字状に湾曲していることを示すために、所々を断面にし
て示している。
【００３９】
　図４はトレッキング靴用インソール１００の裏面側の斜視図である。図４においては、
裏面側においてコーナ部１５０が立ち上がるラインをコーナ部裏側周縁ライン１５０ＢＥ
と称する。
【００４０】
　また、コーナ部裏側周縁ライン１５０ＢＥによって囲まれる裏面の領域と、前足部対応
領域１１０の裏面の領域とを総称してインソール本体裏面ＢＳＦと称する。図４において
は、インソール本体裏面ＢＳＦを一点斜線で示している。
【００４１】
　また、インソール本体裏面ＢＳＦにおける裏面の周囲縁を裏側周縁ＢＳＥと称する。そ
して、コーナ部裏側周縁ライン１５０ＢＥの裏側周縁ＢＳＥ上の中足部内側コーナ起点位
置Ｓａｐに対向する位置をコーナ裏側周縁内側起点位置ＢＳａｐと称する。
【００４２】
　また、コーナ部裏側周縁ライン１５０ＢＥの裏側周縁ＢＳＥ上の中足部外側コーナ起点
位置Ｓｂｐ（図示せず）に対向する位置をコーナ裏側周縁外側起点位置ＢＳｂｐと称する
。
【００４３】
　さらに、内側の芯部材１５２のインソール先端Ｔｉｐ側となる先端を芯部材足内側先端
ｒＩａと称し、外側の芯部材１５２のインソール先端Ｔｉｐ側となる先端を芯部材足外側
先端ｒＩｂと称する。
【００４４】
　また、上記説明の足載置部コーナ隣接周縁領域（以下、足載置部コーナ隣接周縁領域１
５３という）を図４に示す。
【００４５】
　なお、トレッキング靴用インソール１００の裏面全体には織布又は不織布等が圧着され
ているが図４においては図示しない。
【００４６】
　すなわち、図４に示すように、芯部材１５２は、インソール本体裏面ＢＳＦのコーナ部
裏側周縁ライン１５０ＢＥを跨って内部に設けられているので、コーナ部１５０が足外側
方向及び足内側方向に倒れることがない。このため、軽登山時に足元が不安定であっても
足が固定されることになる。
【００４７】
　図５はトレッキング靴用インソール１００を内側方向から見た場合の側面図である。図
６はトレッキング靴用インソール１００を外側方向から見た場合の側面図である。
【００４８】
　図５に示すように、中足部内側コーナ１５０ａは、中足部内側コーナ起点位置Ｓａｐか
ら次第に高さを増して、中足部対応領域１２０の中央部のやや後方の位置（以下、中足部
内側コーナ最高点位置Ｕｐｍａという）で最も高くなり、この中足部内側コーナ最高点位
置Ｕｐｍａから徐々に高さを減らし、後足部コーナ１５０ｃに至る形状にされている。
【００４９】
　中足部内側コーナ最高点位置Ｕｐｍａは、例えば、２６ｃｍサイズの場合は、高さがト
レッキング靴用インソール１００を床面においた場合は、この床面から３８ｍｍ～４２ｍ
ｍ（好ましくは、４０ｍｍ：ｈａ）にされている。また、インソール後端Ｅの高（Ｅｈｂ
）さは、１９ｍｍ～２３ｍｍ（好ましくは、２１ｍｍ）にされている。
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【００５０】
　一方、図６に示すように、中足部外側コーナ１５０ｂは、中足部外側コーナ起点位置Ｓ
ｂｐから次第に高さを増して、後足部対応領域１３０の開始付近の位置（以下、中足部外
側コーナ最高点位置Ｕｐｍｂという）で最も高くなり、この中足部外側コーナ最高点位置
Ｕｐｍｂからわずかに高さを減らし、後足部コーナ１５０ｃに至る形状にされている。
【００５１】
　中足部外側コーナ最高点位置Ｕｐｍｂは、例えば、２６ｃｍサイズの場合は、高さがト
レッキング靴用インソール１００を床面においた場合は、この床面から例えば３１ｍｍ～
３５ｍｍ（好ましくは、３３ｍｍ：ｈｃ）にされている。
【００５２】
　すなわち、図５及び図６に示すように、中足部内側コーナ１５０ａの中足部内側コーナ
最高点位置Ｕｐｍａが中足部外側コーナ１５０ｂの中足部外側コーナ最高点位置Ｕｐｍｂ
より高くされており、その中足部内側コーナ最高点位置Ｕｐｍａは中足部外側コーナ最高
点位置Ｕｐｍｂに対してインソール先端Ｔｉｐ側となっている。
【００５３】
　次に、トレッキング靴用インソール１００を軽登山靴２００に装着して足３００を載置
した場合の足骨格との関係を説明する。
【００５４】
　図７はトレッキング靴用インソール１００を軽登山靴２００（図示せず）に装着して、
足３００を載置して、裏側から見た場合の平面図である。図８はトレッキング靴用インソ
ール１００を軽登山靴２００に装着して足３００を載置した場合の足内側方向から見た場
合の側面図である。但し、図７においては芯部材１５２を点実線で示し、図８においては
点ハッチで示す。
【００５５】
　なお、図７においては母趾球対応領域Ｈａａ及び小趾球対応領域Ｈｂｂは、図示しない
で、母趾球Ｈａ及び小趾球Ｈｂを示して説明する。
【００５６】
　また、図７及び図８では足骨格の各部の名称については、解剖学的な名称を用いないで
、義肢装具等の製造業界で使われている名称を用いて説明する。
【００５７】
　前足部３１０は、図７に示すように、足第１指３１１（親指ともいう）を形成する第１
末節骨３１２と第１基節骨３１３と、足第２指３３５を形成する第２末節骨３３６と第２
中節骨３３７と第２基節骨３３８と、足第３指３４０を形成する第３末節骨３４１と第３
中節骨３４２と第３基節骨３４３と、足第４指３４７を形成する第４末節骨３４８と第４
中節骨３４９と第４基節骨３５０と、足第５指３５２を形成する第５末節骨３５３と第５
中節骨３５４と第５基節骨３５５とを含む範囲をいう。
【００５８】
　中足部３２０は、図７に示すように、第１中足骨３６０と、第２中足骨３６１と、第３
中足骨３６２と、第４中足骨３６３と、第５中足骨３６４と、第１楔状骨３７０と第２楔
状骨３７１と第３楔状骨３７２と、立方骨３７５と舟状骨３７８とを含む範囲をいう。
【００５９】
　また、第１中足骨３６０の骨頭と第１基節骨３１３の骨低との接続領域を母趾球Ｈａと
称し、第５中足骨３６４の骨頭と第５基節骨３５５の骨底との接続領域を小趾球Ｈｂと称
している。
【００６０】
　後足部３３０は、図７に示すように、踵骨３８０と、距骨３８２とを含む範囲をいう。
なお、前述の前足部３１０と中足部３２０との接続部分を踏付部３９０と称する。
【００６１】
　一方、芯部材１５２の中足部内側コーナ１５０ａの芯部材足内側先端ｒＩａは、足骨格
と比較すると、母趾球Ｈａの後ろであり、第１中足骨３６０の中央付近（足内側より）の
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位置となっている。
【００６２】
　また、芯部材１５２の中足部外側コーナ１５０ｂの芯部材足外側先端ｒＩｂは、足骨格
と比較すると、小趾球Ｈｂの後ろであり、第５中足骨３６４の中央付近の足内側となる位
置になっている。
【００６３】
　従って、芯部材１５２の芯部材足内側先端ｒＩａは母趾球Ｈａにかからないと共に、芯
部材足外側先端ｒＩｂが小趾球Ｈｂにかからない。
【００６４】
　従って、山岳を歩いても、芯部材１５２の芯部材足内側先端ｒＩａ及び芯部材足外側先
端ｒＩｂによって足が痛くならないと共に、芯部材１５２による反発力を足３００裏に伝
えられる。
【００６５】
　一方、図８に示すように、トレッキング靴用インソール１００の中足部内側コーナ１５
０ａは、中足部内側コーナ起点位置Ｓａｐから次第に高さが増して、舟状骨３７８の中央
付近の中足部内側コーナ最高点位置Ｕｐｍａで最大高さとなっており、例えば、２６ｃｍ
サイズの場合は、床面から３８ｍｍ～４２ｍｍ（好ましくは、４０ｍｍ：ｈａ）にされて
いるので、足３００の中足部内側領域３００ａの全体をおさえることになるので、前後左
右ずれが生じない。但し、中足部内側コーナ最高点位置Ｕｐｍａの高さは踝Ｋ以下になっ
ている。
【００６６】
　次に、本実施の形態のトレッキング靴用インソール１００を切片にした図９及び図１０
を用いて詳細に説明する。但し、図９（ａ）においては、芯部材１５２を点ハッチで記載
し、図９（ｂ）には芯部材１５２を実線で記載する。
【００６７】
　また、図９（ｂ）においては、図９（ａ）のＡ―Ａ断面、Ｂ－Ｂ断面、Ｃ－Ｃ断面、Ｄ
－Ｄ断面、Ｅ―Ｅ断面については図示しないで、Ｆ－Ｆ断面、Ｇ－Ｇ断面、Ｈ－Ｈ断面、
Ｉ―Ｉ断面、Ｊ－Ｊ断面、Ｋ－Ｋ断面、Ｌ－Ｌ断面、Ｍ－Ｍ断面を示す。
【００６８】
　図１０はＫ－Ｋ断面付近～Ｌ－Ｌ断面付近の間の断面の拡大図である。初めに図１０を
用いて説明する。図１０に示すように、本実施の形態のトレッキング靴用インソール１０
０は具体的には多数の部材を圧着形成した多層構造である。
【００６９】
　表面は、吸収性、抗菌性が高い布製、合成革覆、人工革覆、天然革覆等の表層部材１５
０ｍａにされている。そして、この表層部材１５０ｍａの下層にウレタン部材（以下、上
層部材１５０ｍｂという）を設け、この上層部材１５０ｍｂの下層に上層部材１５０ｍｂ
より厚みを薄くしたウレタン部材（以下、中層部材１５０ｍｃという）を設けている。
【００７０】
　そして、この中層部材１５０ｍｃの下層に中層部材１５０ｍｃと同程度の厚さにしたウ
レタン部材（以下、下層部材１５０ｍｄという）、この下層部材１５０ｍｄの下層に織布
又は不織布等（以下、最下層部材１５０ｍｅという）を設けている。
【００７１】
　なお、硬度は例えば図１０に示すＫ－Ｋ断面付近～Ｌ－Ｌ断面付近の間の断面では、Ｐ
ｂの当たりでは、硬度４０度（３５度～４５度：アスカーＣ型）程度であり、Ｐｃの当た
りでは、硬度５０度（４５度～５５度：アスカーＣ型）程度であり、Ｐａの当たりでは、
硬度３５度（３０度～４０度：アスカーＣ型）程度である。
【００７２】
　さらに、中層部材１５０ｍｃと下層部材１５０ｍｄとの間には、芯部材１５２を設けて
圧縮している。
【００７３】
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　すなわち、トレッキング靴用インソール１００は、ウレタンの上層部材１５０ｍｂ、中
層部材１５０ｍｃ及び下層部材１５０ｍｄと、芯部材１５２とで形成し、かつ芯部材１５
２は、コーナ部１５０及び足載置部コーナ隣接周縁領域１５３（図示せず）の内部に設け
られているので、コーナ部１５０の倒れ込みを防止できると共に、軽い。
【００７４】
　次に、図９（ａ）及び図９（ｂ）を用いて説明する。図９（ｂ）に示す断面Ｆ―Ｆ～断
面Ｈ－Ｈ付近は、図９（ａ）に示す中足部対応領域１２０における切片であり、内側縦ア
ーチ用凸部１６０が存在しているので、中足部内側コーナ１５０ａ側は、図９（ｂ）に示
すように、足内側となる方向に向かうに従って高さ増している。
【００７５】
　中足部外側コーナ１５０ｂ側は、図９（ｂ）に示すように、断面Ｆ―Ｆ付近から次第に
高さを増しているが、その高さは断面Ｋ－Ｋ付近までは中足部内側コーナ１５０ａ側より
低い。そして、断面Ｌ－Ｌ、断面Ｍ－Ｍ付近では、中足部内側コーナ１５０ａ側と中足部
外側コーナ１５０ｂ側とは同程度の高さになっている。すなわち、後足部コーナ１５０ｃ
（図９においては図示せず）はカップ形状になっている。
【００７６】
　また、芯部材１５２は断面Ｆ―Ｆ付近から始まる。中足部内側コーナ１５０ａ側の芯部
材１５２について説明する。
【００７７】
　中足部内側コーナ１５０ａ側の芯部材１５２は、断面Ｉ―Ｉ、断面Ｊ－Ｊ、断面Ｋ－Ｋ
においては、中足部内側コーナ１５０ａの高さに追従して高さが増している。
【００７８】
　また、芯部材１５２は、断面Ｆ―Ｆ付近で底部の幅が狭く、断面Ｉ―Ｉ付近で底部の幅
が最大となり、この付近から底部の幅が狭まり断面Ｌ―Ｌ付近で最も底部の幅が狭まって
いる。
【００７９】
　そして、断面Ｍ－Ｍにおいては、中足部内側コーナ１５０ａ側の芯部材１５２と中足部
外側コーナ１５０ｂの芯部材１５２とは繋がっている。
【００８０】
　一方、中足部外側コーナ１５０ｂ側の芯部材１５２は、図９（ｂ）に示すように、断面
Ｆ―Ｆ付近で底部の幅が狭く、以後は断面Ｊ－Ｊ付近までは底部の幅が少し広がり、断面
Ｋ－Ｋ付近で少し狭まっている。そして、断面Ｌ－Ｌ付近で幅が少し広がり、断面Ｍ－Ｍ
では、中足部内側コーナ１５０ａ側の芯部材１５２と繋がっている。
【００８１】
　すなわち、中足部内側コーナ１５０ａは、中足部外側コーナ１５０ｂに対して高くなっ
ており、かつ芯部材１５２もこれに追従した高さになっている。このため、トレッキング
時にも足の中足部３２０及び後足部３３０をしっかりと固定できると共に、足３００の中
足部内側領域３００ａを十分におさえることができる。従って、より足３００が固定され
る。
【００８２】
　なお、トレッキング靴用インソール１００は足３００の横アーチを保つための横アーチ
凸部と、内側縦アーチ用凸部と、外側縦アーチ用凸部とを有して、足の３アーチを保つよ
うにしても良い。
【００８３】
　また、上記のトレッキング靴用インソール１００の形状の形及び芯部材１５２を軽登山
靴２００の靴中底又は靴本底に施してもよい。
【００８４】
　さらに、上記説明では、上層部材１５０ｍｂ、中層部材１５０ｍｃ、下層部材１５０ｍ
ｄをウレタン部材として説明したが、へたり難いフォーム部材であってもよい。
【符号の説明】
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【００８５】
　１００　トレッキング靴用インソール
　１１０　前足部対応領域
　１２０　中足部対応領域
　１３０　後足部対応領域
　１４０　足載置部
　１５０　コーナ部
　１５０ａ　中足部内側コーナ
　１５０ｂ　中足部外側コーナ
　１５０ｃ　後足部コーナ
　１５０Ｌ　表面側コーナ立上開始ライン
　１５２　芯部材
　２００　軽登山靴
　３００　足
　３１０　前足部
　３２０　中足部
　３３０　後足部

【図１】 【図２】



(11) JP 2020-14609 A 2020.1.30
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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